
第2回「大阪・関西万博」

ひょうご活性化推進協議会
万博開催500日前イベント

令和５年１１月３０日
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万博の意義の変遷

■1851年のロンドン万博以降、産業発展や技術革新の成果を披露する場

1970年大阪万博もその中に位置づけられる

■ 人類共通の課題解決（アイデア）を提言する場、議論を生み出す発
信の場、将来に向けた行動を促す場、異なる知と知が融合することで
新たなアイデアが生まれる場としての意義

■ 我々の日常生活を取り巻く課題に光をあて、その解決に向けたローカ
ルの小さな団体・企業や住民の日々の取組の中に存在する「世界に対す
る普遍的な価値」 を発見し、発信し、議論や行動を喚起することが重要

19～20世紀の万博

21世紀の万博とは…
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兵庫にとっての万博の意義

■ 兵庫では、歴史も風土も異なる個性豊かな五国において、地域

の人々が主体的に課題解決に取り組み、未来を切り拓いてきた

・ 震災からの 創造的復興
・ 人と環境にやさしい 循環型農業
・ 豊饒な大地や海に育まれた 食材
・ 挑戦を繰り返してきた 地場産業
・ 郷土の自然と暮らしの中で受け継がれてきた 芸術文化

■ こうした取り組みには、世界が持続可能な発展を遂げていく

ための多くのヒントが秘められている

大阪・関西万博は、兵庫の取り組みを
国内外に伝えるチャンス
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「ひょうごフィールドパビリオン」の展開

地域の人々が、
自らの取組を

再評価 地域の誇りへ
つなげる

◼ 地域の｢活動の現場そのもの(フィールド)｣を地域の人々が主体となって発信し､多くの人を誘い､見て､
学び､体験していただく｢ひょうごフィールドパビリオン｣を全県で展開

◼ ｢躍動する兵庫」を切り拓いていく地域のヒーローに光を当てる

1５６ プログラム
を認定

第３次認定：26件（Ｒ５．８．２２）
第１次認定：113件（R5.2.28）

第２次認定：１７件（R5.5.26）

5件を

プレミア・プログラム
に選定（R5.3.28）

4



「ひょうごフィールドパビリオン」の展開 5



概要 ： 工場群を縫うように張り巡らされた
現役の運河で、他の運河とは違う「産
業都市尼崎」ならではの運河クルーズ
を体験。

実施主体：一般社団法人あまがさき観光局

「ひょうごフィールドパビリオン」の展開

◼プレミア・プログラムの一つ｢尼崎運河クルーズ」の

中核コンテンツ 「尼ロック」をモチーフとした映画が

来年4月に全国公開決定！

「尼ロック」とは？

兵庫県尼崎市にある尼崎閘門（あまがさきこうもん）。英語で閘門は
LockGate（ロックゲート）であることから尼ロックという愛称で呼ば
れる。船舶が通航できる巨大な閘門で、尼崎市の「0メートル地帯」に
海水が流れ込むのを防いでいる。

尼崎運河クルーズツアー

◼＜江口のりこ×中条あやみ×笑福亭鶴瓶＞が家族に!!

尼崎が舞台のツギハギ家族の「ご実家コメディ」！

主題歌はユニコーン書き下ろし「アルカセ」！

（4/12兵庫県先行、4/19新宿ピカデリー他全国公開）
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「ひょうごフィールドパビリオン」の展開

◼ 全体計画 「公民連携により 未来へつなぐ 持続可能な兵庫」

◼ 自治体SDGsモデル事業

SDGsを体現する「ひょうごフィールドパビリオン」
を核とした地域価値創造、交流人口創出プロジェクト

～ Our Field , Our SDGs ～

◼ 令和５年度「SDGs未来都市」に選定

◼ 「ひょうごフィールドパビリオン」が「自治体SDGsモデル事業」に決定

SDGs未来都市
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ひょうごフィールドパビリオンの展開

環 境

経 済
社 会

➢地場産業の継承・発展

➢交流人口の増加

➢企業・産業の誘致

➢企業ブランドの向上

➢若者の県内就職の増加

➢シビックプライドの醸成

➢定住人口の増加

➢住環境の改善、

地域の魅力向上

➢地域文化の保護・育成

➢持続可能なライフスタイルの構築

➢環境負荷の低減

➢環境に取り組む人材・団体の増加

<三側面をつなぐ統合的取組>

・定住・交流人口の増加
・持続可能な地域の実現
・地域内経済循環の構築

ひょうごフィールドパビリオンのねらい
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ひょうごフィールドパビリオンの展開

・タイ、ベトナム総領事とともにフィールドパビリオンを体験

・E-BIKEツアープログラム

生野の鉱山町(口銀谷地区)の歴史・景観スポットを巡る

・重要市場であるワシントン州シアトル及びカリフォルニア州

ロサンゼルスにおいてインバウンドプロモーションを実施

・観光セミナー、フィールドパビリオンPR、SDGsを意識した

県内地場産品のPR

北米におけるトッププロモーション

在関西総領事向けトッププロモーション

く ち が な や
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ひょうごフィールドパビリオンの展開

◼ 発酵LabCoo ◼ 但馬牧場公園

・提供プログラムの魅力向上、プレイヤー間のネットワー

ク化を促進するため、キックオフ研修、インバウンド対

応研修、プログラム造成研修等を実施

・フィールドパビリオンプログラムの現地を訪問し、知事

自ら体験、情報発信

・プレイヤー等関係者の方と意見交換

◼ キックオフ研修会での知事講演、ワークショップ

ひょうごフィールドパビリオン現地視察

フィールドパビリオン磨きあげ研修の実施
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ひょうごフィールドパビリオンの展開

• Instagram→４月開設、随時更新中

• 専用Ｗｅｂサイト→８月開設、今後ｺﾝﾃﾝﾂ拡充予定

• PR動画→専用Webサイト、YouTubeでの発信

• 『ひょうご発信！(That’s FiPavi)』での発信

（サンテレビ毎週日曜日午前8:30～） 等

• 国際フロンティア産業メッセ

• ツーリズムエキスポジャパン 等

（地域でのイベント）

• 西播磨フロンティア祭

• 北はりまビジネスフェア

• 但馬まるごと感動市 等

→県民局等やフィールドパビリオンプレイヤーの協力

による認知度向上

SNS等での魅力発信

イベント出展
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ひょうごフィールドパビリオンの展開

• 日本人学生向けツアー（R5.7）

• 外国人向けツアー（R5.9)

• 台湾からの日本酒ツアー（R5.10）

→モニターツアー参加者からフィードバック

をもらい、プログラムを磨きあげ

• 香港、マカオ（Ｒ５．６）

• 中国（Ｒ５．８）

• オーストラリア、ニュージーランド（R５．8）

• フランス、イギリス、タイ（R5.10）

• 台湾（R5.11） など

→海外事務所と連携したプロモーションを展開

その他の海外プロモーション

モニターツアー
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ひょうごフィールドパビリオンの展開

◼欧米を中心に、旅にマインドフルネス（精神的充足感）
を求める意識が高いことを踏まえ、体験プログラムの
一層の充実

◼子どもたちにひょうごを知ってもらうため、地元での
校外学習等の学校教育プログラムでの活用を促進

◼インフルエンサーなどの影響力のある方に体験して
もらい、国内に発信

◼フィールドパビリオンプレイヤー同士のつながりが
大切であることから、各プログラムのコラボレーショ
ンでの商品開発やネットワーク化を促進

◼ 陶芸体験（マインドフルネス）

◼ 線香組合と湯村温泉との連携

今後の取組み
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◼ お香を通して、「旅マエ」にコンテンツ体験をイメージ、

「旅アト」に体験を思い出すことにつなげる

地域の人々が、
自らの取組を

再評価 地域の誇りへ
つなげる

プログラムの連携事例

〈〈淡路島の香司と５つのプレミアプログラムプレイヤーが話し合いながら、香りを選定！〉〉

Invitation HYOGO：The Origin of Japan を作成

お香立て（丹波焼）

オリジナルお香の作成

尼崎運河クルーズ

湯村温泉「湯がき体験」

沼島 おのころクルーズ

「日本六古窯」丹波焼の里を訪ねる

tamaki niimeによる播州織のものづくり体験
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兵庫県の万博開催期間の取組

兵庫県版 テーマウィークリージョナルデー「市町の日」

HYOGO ミライバス(関西パビリオン兵庫県ゾーン) &futureHYOGO (県立美術館)

子どもの夢プロジェクト

■国際博覧会協会公式テーマを踏まえ、
兵庫県版テーマウィークを設定し、
テーマに応じた様々な主体が事業を展開

■地域からの発信を行う
リージョナルデー「市町の日」
を設定

■兵庫県の子どもたちが万博に参加
できる企画「子ども夢のプロジェクト」
を実施

■時空を超えた旅で
兵庫県の魅力を
体感するアトラク
ション型映像空間

■万博会場関西パビ
リオン内に兵庫県
ゾーンを出展

■参加型の展示体験で、
ワクワクしながら
兵庫の魅力を発見
し体感できる空間

「観に行く万博」から、自らの糧とする「参加する万博」へと位置づける
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兵庫県版テーマウィーク

2025.4.13～10.13（万博期間）

関西ﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝ「兵庫県ｿﾞｰﾝ」及び「多目的エリア」、万博会場各催事場、兵庫県立美術館、県内各地

開催期間

開催場所

未来への文化共創
4/25～5/6

未来の
コミュニティとモビリティ

5/15～5/26

食と暮らしの未来
6/5～6/16

健康とウェルビーイング
6/20～7/1

学びと遊び
7/17～7/28

平和と人権
8/1～８/12

地球の未来と生物多様性
9/17～9/28

SDGｓ+Beyond
いのち輝く未来社会ウィーク

10/2～10/12

【協会公式テーマ(R5.10.25に各テーマの日程公表)】

災害からの
創造的復興

（9月下旬～10月上旬を予定）

ひょうごの成長産業と
地場産業
（9月上旬を予定）

兵庫の魅力や強みを踏まえた“兵庫ならでは”の２テーマを追加

「兵庫県版テーマウィーク」概要

★県版テーマウィークの日程は、R6.2頃発表予定
人と防災未来センター 国際フロンティア産業メッセ
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(参考）協会テーマウィーク年間開催イメージ 17



兵庫県版テーマウィーク

◼ 香川県との連携

・大阪・関西万博と瀬戸内国際芸術祭の同時開催を契機に、新たな広域観光

交流圏の形成を目指す

［連携例］

香川、岡山、兵庫の８つの美術館による瀬戸芸美術館連携プロジェクト

安藤建築でつながる兵庫（淡路夢舞台）、香川（ベネッセハウス）

◼ 新潟県との連携

・共通する資源を活用し、両県の地域活性化と持続的な発展を目指す

［連携例］

コウノトリとトキの野生復帰、環境に配慮した農業の取組み

◼ 創造的復興サミットに向けた東北３県との連携

・万博開催年は、阪神・淡路大震災から30年の節目

・阪神・淡路で生まれたコンセプト 「創造的復興」をテーマ

・被災地の知事や海外の自治体・関係機関が意見交換するサミットを開催

県版テーマウィークに向けた他府県連携の取組み

◼ 香川県知事等と「能」のﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを体験 （姫路市）

◼ 新潟知事等と環境に配慮した農業を視察（佐渡市）

その他のシンクロイベントの展開

・各テーマに沿う国際フォーラム、シンポジウム、大会、ビジネスマッチング、

地域イベント等をシンクロイベントとして展開 ◼ 地域での音楽イベント
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万博会場外駐車場隣接地(尼崎フェニックス事業用地)の活用

万博期間中に多くの人が利用する尼崎フェニックス事業用地の万博会場外駐車場隣接地を、
パークアンドライドの乗り換えだけに終わらせず、ひょうごの魅力を発信し、賑わいを創出す
る場として有効活用することを検討

空飛ぶクルマ デモフライト用暫定ポートを整備し、11月6日にヘリコプターによる模擬飛行を実施
万博開催期間中の２地点間運航（尼崎フェニックス事業用地～万博会場）に向け、関係者間で調整

①空飛ぶクルマ暫定ポート

②ひょうご万博 楽市・楽座

尼崎フェニックス事業用地の土地利用(案) 模擬飛行（11/6）
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